
はじめて吸入指導ツールを
お使いになる方へ
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吸入指導ツールは「吸入指導状況シート」「指導箋」からなります

吸入指導状況シート

指導箋
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形式：時系列で３段階で評価
サイズ：A５

（お薬手帳見開きに貼付可能）

上段：【吸入手技】
下段：【理解度・アドヒアランス】

吸入指導状況シートとは

患者の吸入薬の
【吸入手技】
【理解度・アドヒアランス】

を評価するシートです
上
段

下
段
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黄色のマーカー部分に
記入してください

＜記載項目＞
①吸入薬の薬剤名
②評価日（時系列で記載）
③患者の理解度を3段階評価
(1.不十分2.まずまず3.十分)
＊評価日を記入した列に記入

④担当薬剤師名

吸入指導状況シートの使用方法（記入例）①

①吸入薬の薬剤名

指導日

指導薬剤師名

2回目初回
【吸入手技】
（吸入指導状況シート上段）

②評価日

④担当薬剤師名

＊吸入手技は各製薬企業の説明書をもとに指導してください

③患者の理解度を
3段階で評価
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黄色のマーカー部分に記入してください
＊２回目以降、オレンジ枠内は
患者の理解度に応じ省略可
緑太枠：重要項目
青枠：指導箋に対応

＜記載項目＞
①評価日（時系列で記載）
②患者の理解度を3段階評価
(1.不十分2.まずまず3.十分)
＊評価日を記入した列に記入

③担当薬剤師名

【理解度・アドヒアランス】（下段）
・「指導箋指導項目」のアルファベットが
それぞれ指導箋の項目に対応（後述）

・重要度の高い項目ほど上部に記載
・緑太枠内は特に重要度が高く、指導を推奨
それ以下（オレンジ部）は患者の理解度に
応じ省略可能

吸入指導状況シートの使用方法（記入例）②

指導日

指導薬剤師名

指導日

【理解度・アドヒアランス】
（吸入指導状況シート下段）

指導箋のアルファベットに対応
（後述）

②患者の理解度を
3段階で評価

2回目初回

①評価日

③担当薬剤師名
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◇指導項目：A~H

各アルファベットが「吸入指導状況シート」の

【理解度・アドヒアランス】欄に対応

（詳細は次ページ参照）

◇初回指導用・吸入手技のポイントを作成

初回指導用：初回指導時の確認項目

吸入手技のポイント：吸入手技指導時に使用

指導箋とは

指導箋

指導箋（初回指導用） 指導箋（吸入手技のポイント）

指導内容を薬剤師間で統一する目的で
作成しました
「吸入指導状況シート」を用いて
指導する際の指導内容のポイントに
ついて記載しています
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指導箋のみかた

吸入指導状況シートを用いての
【理解度・アドヒアランス】指
導時に利用

各アルファベットが
吸入指導状況シートの
【理解度・アドヒアランス】欄
のアルファベットに対応アルファベットが対応

吸入指導状況シート
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吸入指導ツール準備
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吸入指導状況シート

①当院ホームページの「吸入指導
状況シート」をクリックし
ファイルをダウンロードする

②A4サイズの用紙で印刷する

③ハサミ等で半分に切りとる
・A5サイズでご使用いただけます
・上部、下部は同じものが印刷されて
いるため1枚で2名分となります

A4

A5
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指導の準備例

①当院ホームページの「指導箋」をクリックしファイルをダウンロード

②必要なページを印刷する

◆初回指導時に準備するもの
→指導箋（初回指導時用も使用）・吸入指導状況シート

◆継続指導時に準備するもの
→指導箋（初回指導時用は不要）・吸入指導状況シート
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